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(57)【要約】
【課題】駐車場において、利用者が自己の選択に基づい
てスムースに空きスペースに移動できるようにするよう
な誘導システムを提供する。
【解決手段】ホストコンピュータ９が、カメラ８によっ
て撮影された駐車場４の俯瞰の画像に基づいて、駐車場
４中の空き駐車スペースの位置が視認できる画像を生成
し、生成された画像を、狭域無線アンテナ６が通信エリ
ア７に送出する。通信機能を有するカーナビゲーション
装置１０を搭載した車両１は通信エリア７において、当
該送出された画像を受信し、カーナビゲーション装置１
０の表示装置に表示させる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　駐車場（４）を撮影するカメラ（８）から、前記駐車場の撮影画像を取得する取得手段
（９３）と、
　前記取得手段が取得した前記撮影画像に基づいて、前記駐車場中の空き駐車スペースの
位置が視認できる画像を生成する生成手段（９２）と、
前記生成手段（９２）によって生成された画像をサーバにアップロードするアップロード
手段と、
　前記駐車場を利用しようとする車両（１）に搭載された画像表示機能を有する通信端末
（１０）が前記生成手段によって生成された画像を表示できるようにするための情報とし
て、前記アップロード手段によるアップロード先の所在の指定を、前記通信端末に送信す
る送信手段（６）と、を備えた駐車場誘導システム。
【請求項２】
　前記生成手段は、前記取得手段が取得した前記撮影画像に基づいて、前記空きスペース
の位置を検出し、前記検出した空きスペースの位置が前記撮影画像において強調されるよ
うな画像を生成することを特徴とする請求項１に記載の駐車場誘導システム。
【請求項３】
　前記生成手段は、前記取得手段が取得した前記撮影画像に基づいて、図形から成る画像
を生成することを特徴とする請求項１または２に記載の駐車場誘導システム。
【請求項４】
　前記生成手段は、前記取得手段が取得した前記撮影画像に基づいて、前記駐車場近辺の
施設の画像を含んだ画像を生成することを特徴とする請求項１ないし３のいずれか１つに
記載の駐車場誘導システム。
【請求項５】
　前記送信手段が前記駐車場内の複数箇所に存在していることを特徴とする請求項１ない
し４のいずれか１つに記載の駐車場誘導システム。
【請求項６】
　駐車場（４）の空き駐車スペースの位置の情報を検出する検出手段（８１～８４）と、
前記検出手段が検出した前記情報に基づいて、前記駐車場中の空き駐車スペースの位置が
視認できる画像を生成する生成手段（９２）と、
　前記生成手段（９２）によって生成された画像をサーバにアップロードするアップロー
ド手段と、
　前記駐車場を利用しようとする車両に搭載された画像表示機能を有する通信端末（１０
）が前記生成手段によって生成された画像を表示できるようにするための情報として、前
記アップロード手段によるアップロード先の所在の指定を、前記通信端末に送信する送信
手段（６）と、を備えた駐車場誘導システム。
【請求項７】
　前記送信手段（６）は、前記通信端末（１０）と接続し、前記通信端末（１０）が契約
した車両に搭載されたものである場合に、前記通信端末（１０）が前記生成手段（９２）
によって生成された画像を表示できるようにするための情報を、送信することを特徴とす
る請求項１ないし６のいずれか１つに記載の駐車場誘導システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、駐車場の空き状況を利用者に示すためのシステムに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、駐車場においては、その入口に当該駐車場に空きスペースがあるか否かを示すた
めに、満車、空車などの表示が行われている場合がある。
【発明の開示】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかし、このような満車、空車だけの表示では、当該駐車場を利用しようとする者にと
っては、実際に駐車場のどの位置に空きスペースがあるのかがわからない。このような場
合、駐車場内を空きスペースを探して長時間移動しなければならないという状況が発生す
ることもあり、駐車場内の歩行者や他の車両との衝突の恐れが高くなる。
【０００４】
　また、駐車場によっては、空きスペースまで音声や経路表示を行って誘導するシステム
を採用しているものもあるが、このようなシステムにおいては、空きスペースが複数あっ
ても、利用者の意思に関わらずシステム側が決定した空きスペースに誘導されてしまう。
【０００５】
　本発明は、上記点に鑑み、駐車場において、利用者が自己の選択に基づいてスムースに
空きスペースに移動できるようにするような誘導システムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するため、請求項１に記載の発明は、駐車場（４）を撮影するカメラ（
８）から、前記駐車場の撮影画像を取得する取得手段（９３）と、前記取得手段が取得し
た前記撮影画像に基づいて、前記駐車場中の空き駐車スペースの位置が視認できる画像を
生成する生成手段（９２）と、前記生成手段（９２）によって生成された画像をサーバに
アップロードするアップロード手段と、前記駐車場を利用しようとする車両（１）に搭載
された画像表示機能を有する通信端末（１０）が前記生成手段によって生成された画像を
表示できるようにするための情報として、前記アップロード手段によるアップロード先の
所在の指定を、前記通信端末に送信する送信手段（６）と、を備えた駐車場誘導システム
である。
【０００７】
　このように、カメラによる撮影画像に基づいて生成された、駐車場中の空き駐車スペー
スの位置が視認できる画像を、画像表示機能を有する通信端末が表示することで、ユーザ
は駐車場のどの位置に空きスペースがあるかを一望することができる。したがって、駐車
場において、利用者が自己の選択に基づいてスムースに空きスペースに移動できるように
するような誘導システムを提供することができる。
【０００８】
　なお、「撮影画像に基づいて生成する画像」とは、撮影画像中に含まれる情報に基づい
て新たに生成された画像を含む概念である。更に、「撮影画像に基づいて生成する画像」
とは、撮影画像に対する画像の修正、追加、付加的情報付加、画像形式変換等の加工を施
した結果の画像を含む概念である。
【０００９】
　また、「画像を表示できるようにするための情報」としては、当該画像そのもののデー
タであってもよいし、その画像の所在についての情報（例えばＵＲＬ（Ｕｎｉｖｅｒｓａ
ｌ　Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｌｏｃａｔｏｒ））であってもよい。
【００１０】
　また、請求項２に記載の発明は、請求項１に記載の駐車場誘導システムにおいて、前記
生成手段は、前記取得手段が取得した前記撮影画像に基づいて、前記空きスペースの位置
を検出し、前記検出した空きスペースの位置が前記撮影画像において強調されるような画
像を生成することを特徴とする。
【００１１】
　これによって、カメラが撮影した画像の解像度が低い場合や、天候の悪い日など、その
まま画像を送信してもユーザにとって空きスペースの把握が困難な場合でも、当該強調表
示によって容易に空きスペースの視認ができるようになる。
【００１２】
　また、請求項３に記載の発明は、請求項１または２に記載の駐車場誘導システムにおい
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て、前記生成手段は、前記取得手段が取得した前記撮影画像に基づいて、図形から成る画
像を生成することを特徴とする。
【００１３】
　このように、通常の撮影された画像に比べて一般的に情報量の少ない図形画像を送信す
ることで、送信データ量を低減することができ、送信速度も向上する。
【００１４】
　また、請求項４に記載の発明は、請求項１ないし３のいずれか１つに記載の駐車場誘導
システムにおいて、前記生成手段は、前記取得手段が取得した前記撮影画像に基づいて、
前記駐車場近辺の施設の画像を含んだ画像を生成することを特徴とする。
【００１５】
　これによって、ユーザは、空きスペースのどの位置に駐車するかについて、表示された
施設との位置関係に基づいて意思決定することができる。なお、駐車場近辺とは、駐車場
周辺および駐車場内を含む領域をいう。
【００１６】
　また、請求項５に記載の発明は、請求項１ないし４のいずれか１つに記載の駐車場誘導
システムにおいて、前記送信手段が前記駐車場内の複数箇所に存在していることを特徴と
する。
【００１７】
　これによって、利用者の車両が駐車場内を移動中に空きスペースの状況に変化があった
場合でも、複数箇所にある送信手段のいずれかによって駐車場の画像を更新することがで
きる。
【００１８】
　また、請求項６に記載の発明は、駐車場（４）の空き駐車スペースの位置の情報を検出
する検出手段（８１～８４）と、前記検出手段が検出した前記情報に基づいて、前記駐車
場中の空き駐車スペースの位置が視認できる画像を生成する生成手段（９２）と、前記生
成手段（９２）によって生成された画像をサーバにアップロードするアップロード手段と
、前記駐車場を利用しようとする車両に搭載された画像表示機能を有する通信端末（１０
）が前記生成手段によって生成された画像を表示できるようにするための情報として、前
記アップロード手段によるアップロード先の所在の指定を、前記通信端末に送信する送信
手段（６）と、を備えた駐車場誘導システムである。
【００１９】
　これによって、検出手段が検出した駐車場の空き駐車スペースの位置の情報に基づいて
生成された、駐車場中の空き駐車スペースの位置が視認できる画像を、画像表示機能を有
する通信端末が表示することで、ユーザは駐車場のどの位置に空きスペースがあるかを一
望することができる。したがって、駐車場において、利用者が自己の選択に基づいてスム
ースに空きスペースに移動できるようにするような誘導システムを提供することができる
。
【００２０】
　なお、上記各手段の括弧内の符号は、後述する実施形態に記載の具体的手段および構成
物との対応関係を示すものである。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２１】
　図１に、本発明の一実施形態に係る駐車場誘導システムの設置された駐車場の概略図を
示す。本実施形態においては、車両１は、高速道路２から進入路３を経由して駐車場４に
入る。駐車場４内に進入した車両１は、駐車スペース４１等の、あらかじめ区画された駐
車スペースのうちで、空いているもの（すなわち空き駐車スペース）の１つに駐車する。
そして車両１は、駐車場４から退出するとき、退出路５を経由して高速道路２に戻る。
【００２２】
　進入路３の終端部における駐車場４への入口には、狭域無線アンテナ６が設置されてい
る。この狭域無線アンテナ６からの電波が十分に届く範囲である通信エリア７は、進入路
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３の当該終端部を含む楕円領域を形成する。車両１は、この通信エリア７において狭域無
線アンテナ６と通信可能であり、かつ画像表示可能なカーナビゲーション装置１０を有し
ている。
【００２３】
　また、駐車場４には、駐車場４全体を俯瞰できるような位置に、カメラ８が設置され、
当該カメラは、駐車場４全体を撮影し、その撮影画像を常時ホストコンピュータ９に出力
するようになっている。また狭域無線アンテナ６は、ホストコンピュータ９から出力され
た、駐車場４中の空き駐車スペースの位置が視認できる画像等を送信する。また、駐車場
４の各駐車スペースには、図示しない車両センサ設置されており、それらセンサの出力は
ホストコンピュータ９に入力されるようになっている。
【００２４】
　このような狭域無線アンテナ６、カメラ８、ホストコンピュータ９、および車両センサ
が、駐車場誘導システムを構成する。以下、この駐車場誘導システムの具体的な構成およ
び作動について説明する。
【００２５】
　図２に、この駐車場誘導システムのハードウェア構成をブロック図として示す。駐車場
誘導システムは、狭域無線アンテナ６、カメラ８、ホストコンピュータ９、車両センサ８
１～８４を有している。なお、車両センサは、実際には駐車場４の駐車スペースの数だけ
存在するが、簡単のために図２においては４つのみ示す。
【００２６】
　狭域無線アンテナ６は、ホストコンピュータ９の狭域無線コントローラ９４から出力さ
れた無線信号を電波として、通信エリア７に送出するものであり、本実施形態においては
、情報処理部９２が生成した画像を車両１のカーナビゲーション装置１０に送信するため
のものである。
【００２７】
　カメラ８は、駐車場４全体を上方から撮影し、撮影画像のアナログ信号をホストコンピ
ュータ９の画像処理部９３に出力する。
【００２８】
　車両センサ８１～８４は、駐車スペース毎に１つ設置されている。これら車両センサ８
１～８４は、赤外線センサ等から成り、当該駐車スペースに車両が入っていることを検出
し、その検出に基づいてホストコンピュータ９の情報処理部９２に検出信号を出力する。
なお、検出信号の種類は車両センサ毎に異なっており、これによってどの駐車スペースに
車両があるかを特定することが可能になる。
【００２９】
　ホストコンピュータ９は、ディスプレイ９１、情報処理部９２、画像処理部９３、狭域
無線コントローラ９４、ハードディスクドライブ９５、およびキーボード９６を有してい
る。
【００３０】
　ディスプレイ９１は、情報処理部９２からの映像信号の入力に応じてその表示面に当該
映像を表示する。
【００３１】
　画像処理部９３は、カメラ８から入力された撮影画像のアナログ信号を取得し、これを
デジタルデータに変換して情報処理部９２に出力する回路である。
【００３２】
　狭域無線コントローラ９４は、情報処理部９２から入力されたデータに対して、ＤＳＲ
Ｃ（Ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　Ｓｈｏｒｔ　Ｒａｎｇｅ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ）の
通信プロトコルに従った処理としてＤ／Ａ変換、変調、周波数変換、増幅等を施し、その
結果の信号を狭域無線アンテナ６に出力する。
【００３３】
　ハードディスクドライブ９５（図２中ではＨＤＤと記載）は、大容量の磁気記憶媒体で
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あり、後述する画像データベース（図２中では画像ＤＢと記載）のための記憶領域を有し
ている。
【００３４】
　キーボード９６は、文字等のキーを有し、ユーザによる当該キーの押下に基づく信号を
情報処理部９２に出力する。
【００３５】
　情報処理部９２は、図示しないＣＰＵ、ＲＡＭ、ＲＯＭを備え、このＣＰＵは、このＲ
ＯＭに保存されているプログラムを実行し、この実行するプログラム、およびキーボード
９６、画像処理部９３、車両センサ８１～８４等からのデータに基づいた動作を行う。そ
してこの動作の際、必要に応じてこのＲＡＭ、ＲＯＭ、およびハードディスクドライブ９
５からデータを読み出し、またこのＲＡＭおよびハードディスクドライブ９５にデータを
書き込む。
【００３６】
　図３に、この情報処理部９２のＣＰＵが動作中に定期的（周期は駐車場誘導システムの
性能の許す限り短くする。例えば０．１秒）に実行するプログラムのフローチャートを示
す。
【００３７】
　まず、ステップ３１０で、撮影画像の取り込みを行う。具体的には、画像処理部９３か
ら入力された画像のデジタルデータを、情報処理部９２のＲＡＭの所定の領域に保存する
。
【００３８】
　次にステップ３２０で、ステップ３１０において取り込んだ撮影画像に基づいて、送信
画像を生成する。送信画像とは、通信エリア７内のカーナビゲーション装置１０に送信す
るための画像データであり、カーナビゲーション装置１０によって表示されることで、車
両１のユーザが駐車場中の空き駐車スペースの位置を視認できるような画像をいう。この
ような送信画像を生成する方法の詳細については後述する。なお、送信画像は、車両１の
進入方向と同じ方向に向いて駐車場４を見た画像となるように、情報処理部９２によって
処理される。
【００３９】
　次にステップ３３０では、ステップ３２０で生成した送信画像の送信処理を行う。具体
的にはステップ３２０で生成した送信画像のデータを、狭域無線コントローラ９４に出力
する。この処理によって、送信画像は狭域無線コントローラ９４、狭域無線アンテナ６を
介して通信エリア７に送出される。
【００４０】
　以上のようなプログラムによる動作によって、情報処理部９２は、画像処理部９３がカ
メラ８から取得した撮影画像に基づいて、駐車場４中の空き駐車スペースの位置が視認で
きる送信画像を生成し、その送信画像を狭域無線コントローラ９４に出力する。これによ
って、狭域無線アンテナ６は、当該送信画像を通信エリア７に送出する。
【００４１】
　以上が駐車場誘導システムの構成および作動である。次に、車両１に搭載されるカーナ
ビゲーション装置１０の構成および作動について説明する。
【００４２】
　図４に、カーナビゲーション装置１０のハードウェア構成をブロック図として示す。こ
のカーナビゲーション装置１０は、位置検出器１１、内部メモリ制御装置１６、操作スイ
ッチ群１７、表示装置２０、リモコンセンサ２１、狭域無線アンテナ２３、狭域無線コン
トローラ２４、および制御回路１８を備えている。
【００４３】
　表示装置２０は、液晶ディスプレイ等の表示面およびスピーカを有し、制御回路１８か
らの映像信号の入力に応じて液晶ディスプレイ等の表示面に当該映像を表示し、また制御
回路１８からの音声信号の入力に応じてスピーカに当該音声を出力させる。
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【００４４】
　操作スイッチ群１７は、表示装置２０の表示面の周囲に設けられた複数のメカニカルス
イッチ、当該表示面に重ねて設けられたタッチパネル等の入力装置から成り、ユーザによ
るメカニカルスイッチの押下（例えば押しボタンの押下）、タッチパネルのタッチに基づ
いた信号を制御回路１８に出力する。
【００４５】
　リモコンセンサ２１は、ユーザの操作に基づいて赤外線等による無線信号を送信するリ
モコン２２から受信した信号を制御回路１８に出力する。
【００４６】
　位置検出器１１は、いずれも周知の図示しない地磁気センサ、ジャイロスコープ、車速
センサ、およびＧＰＳ受信機等のセンサ等を有しており、これらのセンサ等の性質に基づ
いた現在位置を特定するための情報を制御回路１８に出力する。
【００４７】
　内部メモリ制御装置１６は、ＨＤＤ（ハードディスクドライブ）等の不揮発性記憶媒体
を備え、制御回路１８からの制御命令等に基づいて、この不揮発性記憶媒体に対してデー
タの読み出しおよび可能であればデータの書き込みの制御を行う。この不揮発性記憶媒体
が記憶している情報としては、上記した位置検出の精度向上のためのいわゆるマップマッ
チング用データ、地図データおよび目印データを含む各種データ、カーナビゲーション装
置１０の動作のためのプログラム等がある。
【００４８】
　狭域無線コントローラ２４は、狭域無線アンテナ２３が受信した信号に対して、ＤＳＲ
Ｃの通信プロトコルに従った処理として増幅、周波数変換、復調、Ａ／Ｄ変換等を施し、
その結果を制御回路１８に出力する。
【００４９】
　制御回路１８は、通常のコンピュータとして構成されており、内部にはＣＰＵ、ＲＯＭ
、ＲＡＭ、フラッシュメモリ、Ｉ／Ｏおよびこれらの構成を接続するバスラインが備えら
れている。制御回路１８は、ＲＯＭ、内部メモリ制御装置１６から読み出したカーナビゲ
ーション装置１０の動作のためのプログラムを実行し、その実行の際にはＲＯＭ、ＲＡＭ
、フラッシュメモリから情報を読み出し、ＲＡＭ、フラッシュメモリに対して情報の書き
込みを行い、Ｉ／Ｏを介して位置検出器１１、操作スイッチ群１７、表示装置２０、リモ
コンセンサ２１、狭域無線コントローラ２４等と信号の授受を行う。
【００５０】
　この制御回路１８のＣＰＵが実行するプログラムとしては、メニュープログラム、経路
探索プログラム、地図表示プログラム、受信画像表示プログラムおよびその他のプログラ
ムがある。なお制御回路１８のＣＰＵは、これらプログラムの実行において、現在位置を
特定する必要があれば、位置検出器１１から出力される現在位置を特定するための信号に
基づいて、現在位置を算出する。
【００５１】
　メニュープログラムは、ＯＳ上で動作する各種プログラムを、そのプログラムの機能や
目的別に階層的にメニュー表示し、そのメニュー表示されたものの中からユーザが選択し
たプログラムの実行を開始させる。なお、メニュー表示は表示装置２０に当該メニューの
画像データを出力することで行い、また、ユーザの選択は、リモコンセンサ２１を介した
下リモコン２２または操作スイッチ群１７に対する選択操作（カーソル移動、確定ボタン
押下等）によって制御回路１８に入力された信号に基づいて検出する。
【００５２】
　経路探索プログラムは、リモコン２２により、あるいは操作スイッチ群１７により目的
地の位置が入力されると、現在位置からその目的地までの最適な経路を自動的に選択して
誘導経路を形成し表示装置２０に表示させる。自動的に最適な経路を設定する手法として
は、ダイクストラ法等が知られている。
【００５３】
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　地図表示プログラムは、位置検出器１１から入力された現在位置情報に基づく車両現在
位置マークと、内部メモリ制御装置１６より読み出した地図データと、経路探索プログラ
ムによって形成した誘導経路等の付加データとを重ねて表示装置２０の表示面に表示させ
る。
【００５４】
　受信画像表示プログラムは、上記したメニュープログラムにおいて選択されることによ
り、または狭域無線コントローラ２４から画像データが入力されることにより起動し、当
該入力された画像データを表示装置２０に出力することで、当該画像を表示装置２０に表
示させ、車両１のユーザが画像を視認することができるようにする。
【００５５】
　以上の様な受信画像表プログラムによって、カーナビゲーション装置１０は、画像表示
機能を有する通信端末として機能する。そしてカーナビゲーション装置１０は、車両１が
通信エリア７内にあるときに、駐車場誘導システムが通信エリア７に送出した画像を受信
して表示できるようになる。
【００５６】
　このように、カメラ８による撮影画像に基づいて生成された、駐車場４中の空き駐車ス
ペースの位置が視認できる画像を、画像表示機能を有する通信端末が表示することで、ユ
ーザは駐車場４のどの位置に空きスペースがあるかを一望することができる。したがって
、駐車場４において、車両１のドライバーであり駐車場４を利用する者が自己の選択に基
づいてスムースに空きスペースに移動できるようになる。
【００５７】
　ここで、情報処理部９２がステップ３２０で送信画像を生成する具体的な方法について
説明する。送信画像の生成方法は、生成する送信画像の種類によって異なる。本実施形態
においては、情報処理部９２が生成する送信画像、すなわち駐車場中の空き駐車スペース
の位置を視認できるような画像、の種類として、実写画像、空きスペース強調実写画像、
簡易図形画像がある。
【００５８】
　実写画像とは、カメラ８が撮影した撮影画像を、その駐車場４の空きスペース部分につ
いては実質的な表示内容はほとんど変化させないように加工した結果の画像である。完全
実写画像を生成する場合、情報処理部９２は、ステップ３２０において、画像処理部９３
から入力された画像データに対して、所定の圧縮処理（例えばＧＩＦフォーマットに変換
するためのＬＺＷ圧縮、ＪＰＥＧフォーマットに変換するための離散コサイン変換）、あ
るいは所定のヘッダ（撮影の日付、時刻、画像データのフォーマットの種類等の付加情報
）追加等の、画像の視認性そのものにはほとんど影響を与えない加工を撮影画像に施した
送信画像を生成する。なお、この生成の際、車両１の現在位置、すなわち通信エリア７の
位置を強調表示してもよい。
【００５９】
　カーナビゲーション装置１０の表示装置２０によって表示されるこのような実写画像の
一例を図５に示す。このような画像を車両１のドライバーが視認することにより、エリア
４２、４３に空き駐車スペースがあり、他の位置には車両（例えば車両６１）があること
を直ちに把握できる。また、車両１の現在位置４４と、エリア４２および４３との位置関
係に基づいて、当該エリア４２、４３の方向へ迷わずに進むことができる。
【００６０】
　また、空きスペース強調実写画像とは、撮影画像について、駐車場４の部分で、空き駐
車スペースとなっている部分を強調表示するように加工した結果の画像である。空きスペ
ース強調実写画像を生成する場合、情報処理部９２は、ステップ３２０において、画像処
理部９３から入力された画像データから、空きスペースの位置を特定し、画像データ中の
その特定した位置の部分に、強調表示のための処理を施した送信画像を生成する。強調表
示としては、例えば当該空き駐車スペースを囲む太線を撮影画像に重ねる表示がある。ま
た、この生成の際、車両１の現在位置、すなわち通信エリア７の位置を強調表示してもよ
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い。
【００６１】
　カーナビゲーション装置１０の表示装置２０によって表示されるこのような空きスペー
ス強調実写画像の一例を図６に示す。このような画像を車両１のドライバーが視認するこ
とにより、エリア４２、４３、４５に空き駐車スペースがあることを、強調表示によって
直ちに把握できる。このような強調表示は、撮影画像の解像度が悪い場合や、天候の悪い
日の場合等、上記した実写画像を送信画像としても、車両１のドライバーが空き駐車スペ
ースを把握しづらい場合に特に有効である。
【００６２】
　また、簡易図形画像とは、カメラ８が撮影した撮影画像の空き駐車スペースを含む全て
の部分を、四角形等の簡易図形に置き換えた画像である。例えば、駐車場４を大きな長方
形に置き換え、駐車場４中の駐車スペースを小さい長方形に置き換えたものは簡易図形で
ある。簡易図形画像を生成する場合、情報処理部９２は、ステップ３２０において、画像
処理部９３から入力された画像データから、空きスペースの位置を特定し、変換された簡
易図形中のその特定した位置に対応する部分に、強調表示のための処理を施した送信画像
を生成する。強調表示としては、例えば当該空き駐車スペースを囲む太線を簡易図形に重
ねる表示がある。また、各々の駐車スペースに車両の有り無しの文字情報を書き加えても
よい。
【００６３】
　なお、駐車場４を簡易図形に変換した画像については、ステップ３２０の処理の度に撮
影画像に基づいて作成してもよいし、あらかじめ作成したものをハードディスクドライブ
９５の画像データベースに保存しておき、ステップ３２０の処理の度にその画像データベ
ースから簡易図形を読み出してもよい。
【００６４】
　カーナビゲーション装置１０の表示装置２０によって表示されるこのような簡易図形画
像の一例を図７に示す。このような画像を車両１のドライバーが視認することにより、エ
リア４２、４３、４５に空き駐車スペースがあることを、強調表示によって直ちに把握で
きる。このような表示は、撮影画像の解像度が悪い場合や、天候の悪い日の場合等、上記
した実写画像を送信画像としても、車両１のドライバーが空き駐車スペースを把握しづら
い場合に特に有効である。また、撮影された実写を含む画像に比べて一般的に情報量の少
ない図形画像を送信することで、カーナビゲーション装置１０への送信データ量を低減す
ることができ、送信画像の送信速度も向上する。
【００６５】
　また、これら３種の送信画像については、それぞれ駐車場４の周囲および駐車場４内の
施設の情報、および案内のための情報を重ねたものを送信するようになっていてもよい。
図８に、実写画像に、駐車場４の近辺（すなわち駐車場４の周囲および駐車場４内）の施
設として、トイレ５１、レストラン５２、自動販売機５３、屋根付き道路５４を示す図形
と文字表示、駐車場４の近辺の案内情報として出口５５、大型車指定枠５６、小型車指定
枠５７の図形および文字表示を重ねた送信画像の例を示す。このような表示を重ねること
によって、ユーザは、空きスペースのどの位置に駐車するかについて、表示された施設と
の位置関係に基づいて意思決定することができる。
【００６６】
　なお、空きスペース強調実写画像と、簡易図形画像を生成する場合、情報処理部９２は
、ステップ３２０で、カメラ８の撮影画像に基づいて空き駐車スペースを特定する必要が
ある。この特定は、駐車場４中の駐車スペースの枠（例えば枠線）を撮影画像データから
検出して、それぞれの駐車スペースについて、駐車車両があるか否かを判定することで行
う。駐車車両があるか否かについては、あらかじめハードディスクドライブ９５等に記憶
している駐車場４の路面の色のデータと、当該駐車スペース内の撮影画像中の色とをと比
較して、所定の閾値以上の差があれば、駐車車両があると判定し、差が所定の閾値以下な
らば空き駐車スペースであると判定する。
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【００６７】
　ここで注意しなければならないのは、路面は雨の降り始め、日差しの関係で、その色が
識別しにくい場合がある。このような画像処理認識率が悪い場合は、車両センサ８１～８
４からの検知信号に基づいて、空き駐車スペースを特定する。
【００６８】
　なお、情報処理部９２は、駐車場４の駐車場誘導システムを管理する者のキーボード９
６の操作に基づいて、例えば送信する画像の種類の変更、車両センサ８１～８４を用いる
か否かの切り替え等を行い、その旨の表示をディスプレイ９１に行わせるようになってい
る。
【００６９】
　なお、本実施形態においては、狭域無線アンテナ６は、駐車場４の入口に１つだけある
が、必ずしもこのようになっている必要はなく、狭域無線アンテナ６が前記駐車場内の複
数箇所に点在していてもよい。このように駐車場４内に点在する狭域無線アンテナ６の一
例を図９に示す。このように狭域無線アンテナ６が点在することによって、利用者の車両
が駐車場内を移動中に空きスペースの状況に変化があった場合でも、複数箇所にあるアン
テナ６のいずれかによって駐車場の画像を更新することができる。
【００７０】
　また、本実施形態においては、駐車場誘導システムは、駐車場中の空き駐車スペースの
位置を視認できるような画像を通信端末であるカーナビゲーション装置１０に送信してい
るが、送信する情報としては、画像そのものに限らず、画像を表示できるようにするため
の情報ならどのようなものでもよい。例えば送信画像を広域無線でインターネット等のサ
ーバにアップロードし、そのアップロード先の所在（例えばＵＲＬ）の指定を通信端末に
送信してもよい。
【００７１】
　また、本実施形態においては、駐車場誘導システムは、通信端末が通信エリア７に入る
と否とに関わらず常に送信画像を送信している。すなわち放送モードで送信画像を送出し
ている。しかし、必ずしもこの様な放送モードで送信する必要はなく、個別モード、すな
わち通信端末が通信エリア７内に入って駐車場誘導システムと接続のためのネゴーシエー
ションをすることによって、初めて送信画像を送出するようなモードになっていてもよい
。たとえば、契約駐車場において契約した車両１だけに画像の情報を送信する場合には、
このような個別モードの方が都合が良い場合がある。このような個別モードを用いる場合
、情報処理部９２は、ステップ３２０で生成した画像をハードディスクドライブ９５の画
像データベースに保存し、その保存された画像のうち最新のものを読み出して狭域無線コ
ントローラ９４に出力してもよい。
【００７２】
　また、本実施形態においてはカメラ８が１台で駐車場４全体を撮影しているが、複数台
のカメラが駐車場４の各部を撮影し、ホストコンピュータ９の情報処理部９２または画像
処理部９３においてそれらの画像を合成するようになっていてもよい。
【００７３】
　また、駐車場誘導システムが送信する画像は静止画像であっても動画像であってもよい
。すなわち、駐車場中の空き駐車スペースの位置を視認できるような画像であればどのよ
うなものでもよい。
【図面の簡単な説明】
【００７４】
【図１】本発明の実施形態に係る駐車場誘導システムの設置された駐車場の概略図である
。
【図２】駐車場誘導システムの構成を示すブロック図である。
【図３】情報処理部９２が動作中に常時実行するプログラムのフローチャートである。
【図４】車両１に搭載されたカーナビゲーション装置１０の構成を示すブロック図である
。
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【図５】実写画像の表示例を示す図である。
【図６】空き駐車スペース強調実写画像の表示例を示す図である。
【図７】簡易図形画像の表示例を示す図である。
【図８】実写画像に施設等の図形を重ねた表示例を示す図である。
【図９】狭域無線アンテナ６の設置例を示す図である。
【符号の説明】
【００７５】
　１…車両、２…高速道路、３…進入路、４…駐車場、５…退出路、
　６…狭域無線アンテナ、７…通信エリア、８…カメラ、９…ホストコンピュータ、
　１０…カーナビゲーション装置、１１…位置検出器、１６…内部メモリ制御装置、
　１７…操作スイッチ群、１８…制御回路、２０…表示装置、２１…リモコンセンサ、
　２２…リモコン、２３…狭域無線アンテナ、２４…狭域無線コントローラ、
　４１…駐車スペース、４２、４３…エリア、４４…車両１の現在位置、５１…トイレ、
　５２…レストラン、５３…自動販売機、５４…屋根付き道路、５５…出口、
　５６…大型車指定枠、５７…小型車指定枠、８１～８４…車両センサ、
　９１…ディスプレイ、９２…情報処理部、９３…画像処理部、
　９４…狭域無線コントローラ、９５…ハードディスクドライブ、９６…キーボード。

【図１】

【図２】

【図３】
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【図４】

【図５】

【図６】

【図７】

【図８】

【図９】
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